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　　　　　　　　　　；　　　　　　　（高知大学教育学部り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　序

　雇傭は労働力の売買の法形式であり，この雁俯の法形式を通じて労働力が資本家にょって買われ

7こ上において，労働者の所有物7こる労働力炉雇俯債務の履行として労働を発現する炉，この労働力

（＝労働者）の労働過程にあっては，労働力（＝労働者）は個の褐立を否定せられ，単一一-体の一分肢

一組織的分子（人格的分子を包蔵する）としてあらわれることは前稿（教育学部研究報告第５号）に見すこと

ころである．然しながらそれはそこに意識せられる労働の従属性にっいでの，いねば端緒的抽象的

　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
な法的理解の仕方を主張し仁のにすぎないものであ’つ仁．然らばこの労働の従属性のよｂ突込んだ

内容と法的構成はどのように規定され，よってそこから労働法意識がどのように形成さるべき加．・

これに関する梢･々詳細な考察が本稿及び次稿Cこおける主題である．一我･々はここで先づ，これまで

は何れかといえば略されてい七ところの，資本制市民社会における労働者の地位に関するより法的

な思惟を基調とする簡単な一般論から筆をおこし，次いで，従ってそ.こから必然的な前提条件とさ

れる雇俯と，‘その実践’としての労働過程の法的性質に論及することから進むであろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　そもそ.も労働者は労働力の所有においては抽象的人格者,一換言すれば労働力の所有にあっては

　●　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.労働者は「抽象的な私のもの」なのである．蓋し生産の要因すこる生産手段（労働の物質的条件＝資本）

　　●　　　　　●●●●　●●●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄと労働力の所有の分離され7二る資本制社会においては，無産者としての労働者にとりて唯一の生活

手段としての労働力は，労働者が手をふれることを許されないところの資本との結合にょってのみ

労働を発現しえ，それによって初めて具体性のもの7こりうる．もとより自由主義的個人主義的市民

法の支配する資本制社会の下では，資本の所有権は労働者雇傭の義務づけをうけることはないのと

対虚し，労働者ま了こ資本による被雁俯の義務づけをうけることはなく．お互いに資本と労働は自由

すこるべきである．にも拘わらず，労働者は右の意味で「生きんが仁め」に労働力を売らねばならな

い．換言すれば生産手段の私所有者すこる資本家に貨幣･（賃金）と交換に買われるのでなければ，労

働力所有者一労働者了こりえず，人格の主体・生活の主体7こるの実を発揮しえない．つまり労働力の

販売・労働において労働者は存在するわけなのである．（即ち労働者一賃金労働者なのであり，故にまた労

　　　　●●　●　●　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
働〔力〕はそれの所有者，即ち賃金労働者が資本家に頁る一つの陶品なのである．これ即ち資本制生産の全体系の基透

なのである.
ぐよし契約形式からすれば，労働者は，資本家炉自己の都合に適する限り労働者の解雇

の自由をもっのと同様に，労働過程からの労働力の自由意思によ’る引上げ即ち退職の自由をもっと

はいえ，彼は「彼の生存をあ賀らめることなく.しては，買手の全階級，即ち資本家階級と，縁を切

ることは出来ないごのであって，彼は特定のブルジiブにではなく「ブルジ.ブ階級に属し」･てい

るのであり，「その場合彼の問題は，誰かに身を売りっけること，即ちこのブルジ.７階級の内にー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
人の買手を見出すこと」ﾌﾞぶるべ.く，且つその状態をば維持する･ことであらねばならとない．－この

ように現制度の下では，労働者は労働力をば資本家に売る一一商品としてーよ･リトはない．してみ

ればこのことは換言すればｙ法的には労働か行われる前，即ち前稿にいっ7こ如く資本の再生産運動

　ム　　　　　●　　　　　　　●　　●　－　　ｌ　ｊ４
の過程に入る前に雇俯（契約）の締結がなされねばならす，資本家側よりすれば労働過程（祀会的労

働過程）の行われる前に同一の資本家による多数労働者との間における雇傭の締結炉なされていね

　　　　　　　　　　　　　（4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
ばならぬことを意味する．かくて雁傭の締結炉なされ仁上労働過程炉始まるが，この労働過程の法

的性質乃至そこ･における労働者の地位如何に関する，前稿において示され了二事柄のより本質的な法
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的分析はどのようになされるのか，以下漸次に論じて見よう･．

　木稿以前の論述からも理解される如く，いうまでもなく，「労働者は，自分の労働力の販売者と

して資本家と取引きする限りでは自分の労働力の所有者であって，彼は自分の所有するものを，自

分の個人的・個別的な労働力を販売しうるにすぎな」く，労働者は個人としても･集固としても他の

労働者の労働力の所有あるいは支配をも7こず,従ってそれの販売をなしうる’ものではないのであり，

而して「この関係は，資本家が一個の労働力ではなくて百個の労働力を賀うこと，あるいは，.一人

の労働者とではなくて百人の互いに褐立ぜる労働者と契約を結μことによっては，決して変更され

ない,」ものであって，この場合「褐立の諸人格としては，労働者7こちは，同じ資本･と関係するが，

相互には関係しない個,々別々の人」なのであ(5)ここでは我,々にとっては二つの事柄，即ち同

　　　　　　　　　　●　･
■ ･ ･ ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一資本家との間に多数の契約（雁度）の締結炉なされても,労働者7こちは互に関係することのない，

個々別々の･「人」である.ことと，従って各.々褐立の諸人格者としては労働力の排他的なる所有者了こ

ることが留意さるべく，これ即ち抽象的個人主義的市民法＝雇傭の立前なることは既に我々の常識

となっ7こ筈である．然るときこの法の立前はそのまゝに資本制生産過程に貫かれるであろうかー一一

そもそも商品生産祗会に聊いては人間は相互に褐立して，私的労働を営むのであり，万人は積立の

　　　　　●　●●●●　●　　　　　●　　　　　　　●●●　●　●●　●●●●　●･●個々バラバラの人，従ってそこには直接的な祀会性は存しない．然るに彼等炉その生産物の交換に

よって，即ち物と物との関係を媒介どして彼等の私的労働は社会的総労働の諸環であり，彼等は労

　●●　●
働に虹い て,’個人炉社会に規定される成員であるの意味において祗会的関係に立つ一いうまでもなく
　●●●●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●
それは直接にあるのでなくて，かくされた・本質的な関係である一こと加現象する．

　　　　　　　　　●●　　　　　　●●●●●　●●●●　　　　　　　　　　●　●●●

　このように商品生産社会における労働の吐会性は直接にあるものとしてではなく，目に見えない.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　（6）●　，本質的な関係における，いわゆる「媒介せられ7二」吐会性なのである．ところで，これに反して

吐会的労働過程なるものにおいては，前稿において述べすこように，多数労働者の労働そのものにお

ける共同として各労働力は有機的全休として統一されねばならす，従って労働者は労働力の担い手

と,して．個の褐宜を否定せられ，有機的全休の中に直接に編入せられずこ一成員（即ち，組織的分子）

としてあるのであって見れば,多数労働者は屈俯契約の履行として,同一の社会的労働過程において

共向労働に祐事するこいヽら労働そのものにおヅて直接に祀会的関居）に立つことが現象すること

を知らしめるのである．（このよj到こ人格＝商品生産者の関係と，労働そのものにおける共同と統一の関係とは明

確?こ対立することが理解されるが，この両関係の関係，そしてその関係め雇啼との関係については後に考察する.）ヵヽ

ように市民法形式的には孤立的労働もそこでは價値関係としては， 直接に社会的な関係におかれる

とされるならば，明らかにこのことは前示市民法の第一の形式に矛盾する事態である．さらば前示

の法の第二の形式はそこでは如何なる現実的内容を示すのか，労働力の「直接に社会的な関係」の

法的構成，従って労働力組織一吐会的労働過程の法的性質炉玖の問題となる．　　　‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　（8）　労働者はその所有する労働力を売ることによつで「彼は其の労働力の消費方を資本家に引渡す」

ことを結果する．然しこの場合前稿にも諭じ7ここと,ながら（歓育学部研究報告第5号所載拙稿6P＆照），

再び別言すれば，それは労働者は自分の労働力の「一時的使用を資本家に委ねる」こと，換言すれ

ば労働力そのもの，その基本的な使用價値（＝gl体そのもの）ではなく，労働力をば既定の賃金･（時

間沸，または出来高挑等）に対して資本家の自由に任せること（時間的・内容的に限定された労働力の使用

　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀゜●●　●●●●●.●●●●●●●●●●

價値を頁ること）を意味す　ることがあくまで注意されねばならぬ．かくてつまり，労働力の売買関

係に出あう立場においてはぺ平等な法的人格者も，より本質的な法的関係一目に見えない社会関係

　（價憤関係j）としては「資本家のもの」としての労働力としてあるといい･うるのである．資本家の

　φ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　「私のもの」としての労働力の使用價値（制限された）がある関係－このよ」うな関係について.はマル



　　　　　　　　　　　j皿迭的構宇

　.クフヽの次の論定炉そのまい

　くなっている．労働過程に這入.ると共に，彼等は資本に合体されている．諸協業者としては,゛－の

　活動的有機体の諸肢体’とじては，彼等自身は資本の特殊的な一実存様力二石にすぎないJ
jlok
L織南･

　　　’　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　●　６●●　●　●●●●●●●Ｉ　　　　　　　１
　分子としての労働力は，実はより本質的には資本家のもの，七レタス的には資本の一実存穣式仁る

　･意味しかもちえないこと炉明,らかになる．このような意味において労働力所有者ヨ労働者の立場か

　らは，雇俯契約の自由なる意思による履行と,しての・直接的には彼の意思を通じての労働過程（労

　働者の「自己関係」）も，資本家の立場からすれば，資本家炉「私のもの」となっ了こ労働力を消費する

ヽ過程，換言すれば彼によって購買され7こ商品7こる労働力の消費過程－‘「資本家炉購買しす二諸物の開

　’　，　　　　　　　　　　　　●　　　　Cll)゜　　　　　●　　゜゛　　　　　　　　　　゜゜I
　の，彼に属する諸物の間の，一過程」　－としてあらわれるのである．再現すれば直接的にはあく

　　　●　●●　●　●　●●　●　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　μ　　　　　　　　｀
　まで労働者の自由な契約の履行であ1）ながらレ本質的な社会関係としｒは，労働者の意思を通じｒ

　の履行が資本家のものとなっ7こ労働力の資本家の意思による使用に外ならないご総じていえば要す

　るに，労働力使用（使用價値の実呪）は，吐会関係としては資本家において.「私の意思で自由にでき

　　　　cia)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　.
　る領域JT資本家（＝査本）のいわゆる「自己関係」としてある’にとが理解されろであろう．

　　しかも企業組織休をば統一運営するところの（権力の主体すツ）う.る者は企業が資本主義的な形式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●’　　　　　　　(13)
　を有する場合においては唯企業家（一資本こ家－筆者）だけ」（ギールケ）なのであって，生産体への

　労働力組織づけの作用はこの資本家禄力に根源する．かくてこの場合注意昂るべきは，共同と統一

．の関係としての直接に社会的な関係に立っとさ.れる諸労働力の同一の祀会的労働過程は，資本家の

　購買し7こ，彼に属する諸物の彼による結合使用の関係と.同伴，労働が資本家のものとなっすこ（制限

　的施囲での）ところの労働力の資本家による使用である以上，現実の資本家の意思二指揮－を通じて

　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●&　　　｜　　　●●●●●●●●●　　，
　のみ行われるが故に，それは諸労働力の同一資本家の指揮の下に結合され7こる使用過程仁る犀すぎ

　　　　(.M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●‘●●　●●●●　●●●　●●　●　●　●●●●　●●　　　　．

　ない．こヽ･ゝにおいて労働過程ぽ，それが前示のように資本家による労働力の消費過程として行ね

　れるとき，労働者は，彼の労働ﾌ）帰属者7こる資本家の統制のもとで労働するj」という褐自な現象

　　　　　　　　　　　　　(15)　　　.　　　　　゛プ゛７゛●‘゜’゛

　（その一）‘を皇するのである．一労働過程一般の法的性質乃至そこにおける労働力==労働者の地位

　は凡そ右のような分析を可能にする次第である．かくして我々は次のような結論に到達しうるであ

　ろう．即ち,’一契約（雇傭）の履行として祗会的労働過程に入ってからの諸労働者のおかれる．直

　接に吐会的な関係は，法直接的には人格としての労働力が今や資本家の「私のもの」としての・資

　本の一実存様式としての・諸労働力の関係一資本に属する諸物の間の関係としてあると’いうべく，

　換言すればその意味で，それは人格どしての労働者即ち褐立の個々別々の「人」相耳官関係一労働

　者相互の法的関係にあらすして，むしろ，人と人との物象的な諸関係として現象する　ことを知ら

　ねばならない．要するに社会関係においては，諸人間労働力の関係も資本家に属する諸物の間の関

　　　　　　　(17)　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　，
　係一物的関係　としてあらわれること炉注目されねばならない（而してこのことの認識ま後温の剰余労働

　の法的構成に関する考察につき重要な前提観念とされねばならIぬ）．　これ即ち社会的労働過程においておかれ

　る労働者の実存形態であり/，従ってま仁同時に労働そのものにおける労働者と資本家との間の関係

　を示すものなのである．かかる，社会的労働過程にあらわれる労働力の事実的転化は，資本に属す

‘る以前には展開されざる労働が，資本のもとに屈従することによって資本に従属せしめられ仁とき
　　●　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●●　●●●●●　●●　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●
　その労働－「協業労働」に対する資本の機能の結果として現象するものに外ならない（註（･15）＆照）．

　これによって見れば本段の出発点としてかかげG;れ7こ，前示の市民法的立前は，より本質的な社会‘

’関係と價値関係）においては裏切られすこ形態において現象することの端初的ﾌﾞぶ理解かなしえられるで

　あろうが（本質的な理解は剰余労働の箇所においてなさるべきである），然し以上示されすこ法形式に矛盾なる

　事態にっいては肯も少しの考察を続けねぼならない．
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　　　　　・　　　　三　　’　●●●●●・　●●●

　資本構成部分に編入せられ7こ諸労働力，従って労働力組織一労働過程とは実は前述のように資本

に属し，諸資本の間の一過程として資本家によって把握され，資本家の自由による労働力の消費過

程としてあらわれることは，即ち労働力使用は資本家の物的支配領域内に属することを示す（直接

的な物的支配でなく，目に見えない祀会関係丿買値関係一とし.七のそれなることは，客体が「物」でなく，「労働力」

ヵ;るか故である）ものに外ならない．従ってこの意味で，かぐて今や，労働力の販売により，労働者

は法直的には人格として扱われながら，「彼が資本家の作業場に這入つ7こ瞬間から 労働力の使用　　-　---7　－‥”･n－－　－’-‥”り’･’．ｆＪ　1 I'Ji,ﾀﾞﾐｰＭヽ’ＩＪいﾉ』ｒ万こ･?x/1^-心(18)μ゛りｊ　ノＪ凶JノＪ･り|λﾉj.

頂値炉，かくして労働力の使用7こる労働が，資本家に属し7このである」．然しながらこれらのこと

は市民法形式に耳】‘しては全く是詔されるところではあるまＧ．蓋し人格・所有・契約の原理の支配

する限り，労働取引（流盛過程）にありてはもとよい労師過程叫あっても労働者は労働力の仝き所

有者として労働力使用の所有者7こる（と共にその價匝・所百嗇たぷ）べ’Iき物のものであｂ，封こ.「所有

　　　　　同　　　　　．　　　　　　　１　　　　　　　　●●　　　　　．･　　，　　(19)は私か自己の意志をそのうちに置く限りに於てのみ，私のものであ名」　ものなのである．これを

よj）具体的にいえば，市民法上労働者が「〈労原力のー筆者＞法律上の所有者であるのは」’「彼炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●-W
-■ ¶　　　　　l　　　　＿

自由な意志であるためである.」し，就中「（或る）もの.＜労働力→暗者＞が私のもので

ところの，私の内的意志活動はま仁他者に対して認められ得るものにならねばならぬ

と云ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　　　　　　　　［ａ］’3）　に，「＜労働力の一筆者＞使用が私の権限内にあるとき，私は物＜労隔カー筆者＞の所有者」仁るべ

　きことは今更こと新しくいうを要しまい．にも拘わらす，法の定立するこれらの当然の理は労働過

　程においては前述のような意味において労働者にとっては明らかに否定的現実的内容となって反映

　する．労働過程にあっては法の定言はすべてこのよ/うに否定されであらざるをえない．すれば即ち

　ここにおいては，自由は箪なる抽象的なる法的可雌性の定喜にすぎざることを意識せしめる．端的

　にはこのことはとりもなおさす，労働者は労働力の売却を行うこヽとによって，それの使用價値の所

　有者7ころことを止め7こことを意味する．しかるが故.によ7こ明らかにﾌこのことは労働の主体性の喪失

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　χ　　　　　　・　　　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.1　であり，これ既に畢竟労働の自由の売却‐自由なる意志によろ自由jの売却ということの端初的な表

　戸に外ならぬといいうるであろう（但しｃと=に々自由・皿却４と｀いうIも，雲だこの段階では抽象的なる理解のも

　のなることは御こ明らかにされるであろう）．労働力所有者一労働者による直接的な労働過程炉，ここで

　ぱ自由”を買っ7二資本家の私の自由の領域としでの労働過程一彼による労働力の使用（悄貧）過

　程として，彼の意志命令・統制の下に労働者をして労働せしめる（即ち既建のように價誼の生産において

　は多数労働者は同じ資本の指揮の下で結合して生産する）．人格主床が資本家の意志の客体としてある関係

　　　　．　　　　　●●　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　●　　・　　●　・　ｋ　　－　－かかる生産における隷属的地位－（法的従属一政しな力恪，かかる指ほ・服従の関係が我々のいう「従属性」

．の瓜の意味，換言すれば本質的な関係として把握しえざることは後になさ瓦石分析をまたねぱならぬ）－は全労働

　者のおかれる共通性としてとらえられうる限り，その故にそこに既に¬つの特殊な歴史的階級の構

　成炉おこなわれるともいいうる炉，その根源こそは実ぱ労働力を売っ7ここと（つ含り生産手段と労働力

　　　　　　　ｒ　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　．　　　　　●●●　の分離の事実）に外ならぬことはいうをますこぬであろうソバ　　＼

　　労働力の使用は右に述べたように資本家の自己関係―物的支配領域二としてある．然りとすれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j■　　・　ところで労働力は生り二労働者身体の中にのみ実存じ／それヵ皿不分離のものなるが故に，法原理

　的には如何なる所有者，土地にも隷属することなき街働者は,.彼の生活の中一定の時間，それを買

　う人に属するといいうる．従ってこの意味において，ここに「彼自身炉－の商品ではある炉彼の労

　働〔が〕は彼の商品ではない」奴隷，即ち「自分をその労働力ごとにすっかり彼の主人に売り付け

　てしまう」奴隷と異り，商品としての労働力の所有者7二る労働者=＝.自由労働者炉「自分自身を売

　　　　　　　(21)　　　　　　　　　　　　　　●●●　　　　･●　　　　　へ｀　●･●　参●●　る」の事態　炉價値的に現象することを否認しえぬであろう．然しながら前示のように，もとよい

　屈傭契約は蹴的に制限され記範囲における労働力φ･「売り込み」莫約であって見れば，無細限なる

　それの販売（使用の銀波）は労働者一人格者が奴隷にﾌﾟよるものとして市民法自体の許容せざるところ
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侃属するが，ともあ'れ右のような形態において市民法範噫7こる，人格の自由・平等・積立の形式と，

は背理する形態において.　-ｍｍｉる意味における労働者の人格的従属が労働過程において本質的な

社会関係として現象するとい.わねばならな,い．即ちそこに自由・平等･･褐立の人格者一労働者の不

自由・不平等なる社会関係の生起することを知る．労働過程は正にかかる意味において不自由・不

平等なる吐会関係一階級的部分此会一の物的現象形態7こるところに.自己をあらわにするものといいう

るのである.一組織的分子なる点において意識せられる端緒的な労働の従属性乃至社会的労働過

莉の法的性質に係る，より本質的な法的分析は概ね以上のようになされる．

四

　さて右に見7二ような，労働過程においてとらえら’れる労働の従属性は，先ず機械への労働の従属

において我々に可硯的感受的に意識せられるであろう．

　　機械生産の支配的な資本制社剣こあっては，賤械は．それが労働者の手工的熟練の意義の減少，熟練労働者の「我

　　（22）　諮」のWiiiij,m人年少労働者く特に兄蛮）の低賃金屁隨による労働者丿投の賃金低’F，さては労働強化,概械による

多数労働力の「代補」に幕く失業者大軍の造出（『敗械はたえず大人を工場から投げ出す』）

は労働強化,既械による

(23)
　等々の動因をなし，か

くして労働者の隷剛諾の強化,生活条件．悪化条件とな凱．ダtmmizよる労働者．拉威が行われるの匂

れらの事柄は歴史的事実かこれを実証するところとしてここでは詳股をさけてょいで;
(21)。zレタスはこの辺

の事瞰こつき一般的に次のように論定する．｢機械としては，労働手段はただちに労働者そのものの競手者となる．

義械による資本の自己右殖は，機;㈲こよって生存条件を破眼される労働者数に正比例する．……機械が徐々に一生産

部佃を捉える場合には，機械は，それと競争する労働者層におヽける慢性的窮乏を生み出す．この推移が急激な場合に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C25)
は渚

資本たるかぎりでのみ，一一の歴史的便匝と，…歴史的実存柚とを有あるのである‥‥‥‥價fiE噌殖の狂信者として，彼

.は，顧慮するところなく人類を強制して生産のための生産を行わしめ，かくして致会的生産諸力の発展を行わしめ，

また･，……牛勿質的生鳶諮条件の創造を行わしめる．資本の人格化としてのみ資本家はな敬すべきものである．かかる

ものとしては，彼は貨幣貯蔵者と同様に絶刈的な致富衝動'を有する．だが，貨幣貯蔵者の場合に個人的狂留とし現は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C26)　　　・れる命のが，資本家の場合には，そこでは彼が一個の動輪にすざぬところの趾会的機梅の作川である.｣.かかる資

本家＝資本の祀会的賤鶴的致富本能の点と共に，彼でマノレクフヽl)か右の論定に更につづける，資本制的生産力の発展

における自由競手の役割に関する次の言は我々の今の場合一層重要な忘義をもつ．｢さらに資本制生産の発展は，一

個の産業的企業に投下される資本の絶えざる噌加を必然た,らしめ，そして競手は各個の資本家に対し資本制生意様式

の内在的諸法則を外的な強制法則として押しつける.･.競争は彼を強制して，彼の資本を維持するために絶えずそれを

ｈttp://www.之･.-･･.
･ ･ ■こ.,.,..........,._／._.＿－．...,.ニ　¶．－，・･_／ｔ=Ｊ＿Ｊ・Ｊ　．･(２７?ﾕ,_¶..･..･.lふ._

噌大させるのであるが，彼はただ累泡的蓄債によつてのみそれを噌大することができるのである.｣. 資本制生産に

おける被張再生産一資本の蓄積の必然性はここに哩解されるが，ともあれかくて資本制的自由競争に耐え且つ打ち誹

たんがため，技術の改良・生産の被張は獣会的機柳的必然的娶紬でなければならない.ご即ち別言すれば「吐会的な生

血アナーキーを推包力として，大工業の既械の無限の改良可能性は，個々の資本家にとって，波落を免れるためには

　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　(23)　　　　　　　　.彼の機械をますます改良せよ，という強制命今に鎔化する」（エングルス）次第である．このようにして生産力の発

垠はここでは先ず磯械の改良の中に発現されるか（しかもこの発展臨
）おヽいて資本家と労働者の問，単びに資本家の手

にある技術と労働者の間のアンタゴニズムも被張的に再生産される.）この機械の改良こそは更に労働者階級の隷属

状態をばＴ層強化する条件とならねばなら恥｀．　ｃｙでは機械9
3
了は労働者階郭ことってともに天をいだかざる敵と

　して，端初的労働|昔温勁の第一目標が”機械破壌”に向け|られたし　所以のものもこの辺の事揖|に徴し首肯される.-’

　変本制経済的歴史的か一般的形況にみる機械の労働勧こ臭える彫響の一端は凡そ以上のようである．，

　　さもあれ，然らば資水制的生産過程そのものの分析的観点において，機械と人間労働力との関係

社如何に規定されるか．我々はここでもますゴ「資本論」から有力なる激示をうけとらねばならぬ.

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(31-1)曰く，「エ場においては労働者が機械に奉仕する」，ま7こ「労働手段の画一的な運勁への労働者の

　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　’　　　●　　　　　　　　　　（31‘2j技術的隷属）（そして「この規律は発達して完全な工場体制とな」る.），さてはま7二「ある部分道具を操縦

する生涯的専門が，ある部分機械に仕える生涯的専門とIなる．－‥エ場全休への・かくして資本家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　01-3)　　　　　　　　　丿　　　　　　　　　　　　●への・労働者の7こよ丿）ない依存炉完成される.」，更にはま7こ「工場においては，死せ.るニー機構が

労働者7こちから褐立して実存するのであり，労働者7こちは生ける附属物としてこの機構に合休され



　　6　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第３巻第45号
　　　　　　　　　　　　－－－　　－－－－－－

　●　(３1－４)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　'　る.」.　これらの文曾は人間労働力の痕械に対する提誤様相の端的且つこく明なる表現なのである

　炉，就中「労働乎段は，．それ炉Ｌ－の自動装盈に戟化することにより，労働過程そのものの間，労働

　者に対し資本家として・生ける労働力を支配し且つ吸牧するところの死せる労働力として・対庖す

　　　(32)　　●・　・●●　・　る.」　との指摘は，労働過程に現象する，労働力のいわゆる工場の休謳7こる「機械休系」－「機

　　　　　　　　　　　　　　(３Ｊ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●械の自勁休系」（，ノレクス）への従凪形態に関するいとも適切な表現7こるを失わない．生ける入閲

　　　●　●　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　｀労励力炉死せる機械への提誤をば迫られるという，主客転倒の事態にこそ正に自由な意志に基く不

自由労励の根基炉あり，炉くて労働は労働者にとりて苦痛，そしてま７こ.多くの災害発生となる所以

●●●　●　●●●　●　●　● ●●
●　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五　C本稿の結語）．

　　ここにおいて我々は一態これまでの論旨の要約をなしで次稿への連結に便ならしめよう．一既に

見7こように．我々は契約締結（流迢1過程）において既に労働者の経済的不平等ヵヽらくる従属性を経験･

し7こが，この関係は封建的身分的隷属からめ解放をうけ了こる〈付殊なる商品＞労働力所有者である

ヵ汁こめの労働者の従属であり，従ってその意味で労働力の商品化されることなき奴隷労働における

身分的従属性とは異質の従属性一自由人の従属性－を示すものに外ならなかっす二．然しながらその･

意味での従属性は，それは7こだ目.に見えない・本質的なものの第一義的な可硯的形態仁るにすぎな

いも.のとしては，いわ眼）る「従属性」の法的意味としてとらえるわけにはいかない．次の段階即ち

契約（屁ほ）の履行としての労働過程に擬ける従属性は,労働力炉「細織的分子」となって転化し，

しかもそれは「資本の一実存様式」となってあらわれ，従ってその使用價値・=労働が資本家に属し

7こという，資本の「自己関係」という関係において現象するところの’ものとして観念しす二のである．

つまりそれは労働者が自分自身による直接的労働の全き‾棟用者・所有者了こることを止めすこ事態でな･

ければならなかっすこ’．して見れば，別言すれば労働者はぞの労働ぐ労働過程）において労働か資本ひ

・もとに屈従することによって資本に従属せしめられるというべく．しかも実はそれが資本制的市民･

祗会における労働者の実存なのであり，従ってそれ故にま仁，それは正匹資本制的必然なのである．

これを要するに労働の従属性は，それ炉吐会的労働過程における可硯的形態としての労働力の「組

織的分子」が，内的價價的には資本家のもの一決本の自己関係,資本の一実存形態として横たわる
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く而してそれは磯械へ･の従属－責本家の蔚朧ごよる支酉r－において可硯的形態をとる）,と’いうｉ歴史的特殊的な性

質を内包する地位として規定されうる．「従属労働」の法的意味はこれでなければならない．

　　これまでの論述の要旨がこのように約されるならば，ここで我刈友尚左の事柄を附言するこ･とか

　適切であろう．右に示されに労働の従属的地位（一言にしていぇぱ新規なる人格的従成＝労働力の資本家に

　よる物的支配―資本家の自己関係）はいわずもかな抽象的な自由・平等・孤立をば基本とする個人主義

.的自由主義的近代法そのものには外的関係なのであｊ），同時に躊躇なくその矛盾と虚偏性の表白と

　して断ぜられう･る．而してかかる事態の現象する組織的労働過程は個別的流通過程一契約締結一の

背後に隠蔽されてあ０ ，社会的労働過程に現象ずる労働の従属性そのものは抽象的孤立的契約自由

のうちに埋浚してあるといいうる（こ=の後段の論定吋ついては尚従属性と雇傭従って市民法との本質的関係の間

.題に包含されるものとしてやはり後に分析さるべきととろでもある）．自由主義的佃人主義的市民法の抽象性・

･一面性，従ってそれの生ける現実，¨在る”人間からの垂離云･々の主張は，先づかかる論点（本質的

にはこ=のことと次稿に解明される「剰余労働」の法的俳成理論との統一一）゛に依韻して始めでなされうるもので

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第三部完）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年10月30日受理）

　　　　　　〔註〕

　（１）『労働能力は…;‥もしそれが頁れないならぱ，魁である』（ジスモンダイ，資本論第一巻第四章第三節・長谷

　　　　　●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ･　　　　部文雄氏訳・日本旨論祗版468P.) ,傍点は原衣.一用語は訳文のまま．尚以下の引用文.において用謡はすべ

　　　　て原著（訳）のままを用いたことを断クでおく．

　（２）資本論第一巻第十三章第五節，前掲1001P.參照．

　･（３）マノレクス・賃銀労働と資本，平凡歓版昭和三年六月十日発行,堺利彦氏訳，吐会思想全集第六≪-654P.による，

”　　傍点は原註．　尚７片クフはまた次の’ようＧいう．『今Ｈの歓会に於yヽてぱ，労働機関は資本家階級の独占であ

　　　　る．共の結挺としで生じた，労働階級の従属が，育らゆる形式に於け芯貧困と屈従との原因である.』（マノレク

　　　ス．･コーダ損領批判，堺氏訳，前掲全集512P.)

　く４）この点からするならば，資本の利害と労働者の利害とは同一といいダる..Ｔ蓋し，多数労働者の雇ほ一乱会的

　　　　労働過程はいうまでもなく資本の蓄積を物質的条件として要求するか，生産資本の蓄積の噌大によって資本家

　　　　は多数旁働者を需要し，労働力また高く買われるからである（この点資本論第一倦第二こ十三章，特に第一節，

　　　　前橋1365P.以下參照）j然しとの労使間の利害の同一は，雇傭という同一関係をなすことを意味するにすぎ

　　　　ず，「同･一関係は同時に両者の刺立関係」に外ならぬ意味において，資本と賃労働の関係は，眼史的資本主義

　　　　的生彦関係の，特殊な形態なる（日本評論新赳仮，法学既論篇110,三宅正男氏・就業規則77P)ことは漸次

　．　　　以下の論迅によつて明らかになるか，尚この点,は次稿の労働過程の畷史性の分析も參照．

　･（５）資私論第一登第十一章，前掲803～4Pによる，傍点は原文．

　･（６）「商品を生産する労働の独自的・祗会的な性格」がこれである，資本論第一巻第一章第四節，前掲254～5Pに

　　　　よる，尚「」の部分は三宅氏前掲ilF74Pより借用．

　･（７）三宅氏前掲杏77P參照，

　･（８）マノレクス・價値と價格と利潤,･堺氏訳，前掲全集617P.　　　　　　　　　し

　･（９）前註同啓，前掲全集597 P及び前掲賃銀労働と資本，前掲金集642 P參照，「よ内の傍点μ原文．「労働者か頁

　　　　つたのは労働その者でなく，労働力なのである.」（前掲，價阻と價格と利潤,‘全福全集597 p.).蓋し，労働の

　　　　全体＝労働力の発現の仝体ば労働力そのものなるか絢こ，労働が内容的・時問的に限定された限卵こおいての

　　　　み，両名･の区別は存在するからである．尚，マノレクスの見解と同様，ヘーゲル･もまた，罷傭をもって労働力の

がわれる．「私の特殊の, 4!f*的及び精紳的技倆及び活励め能
　　　　　　　　●●●●●　●●●　　●●●●●
つての使川を私は他人に委譲し得る，何故なｋぱ，これらはこ

●●●　　　　　　　　　●●●　　　　　　　　　　　　　f●　- -a--.

使用の譲渡と見ていることは次の文章からうかがわれる．「私の特殊･?

力に関して，これらの個々の原物及び時間を限つ

　　の制限よりして私の総体性及び普遍性に対する外的関係を含むからである‘.」（法の哲学・六七節，岩波苔店

　　版，岡田隆子・注水敬二氏訳・ヘーゲル全集第;)i,@109P.傍点は原文）‘.宦た物とその使用の関係についてヘ

　　ーゲルは，「単に部分的若しくは一時的使用，……は物そのものの所有と区別される.」ともいクている（同宿
･４　　　　　　　　　●●●●，●●●●●　　　　　　　　　.　　●●　　●●　　　　　’
　　・六二節，前掲宿100P，傍点は原文，惚六一節，六六節も參照）．

　　　尚この点からして自由労働者と奴隷とのほ別につき，-・ノレクスは「若し無期限に幾,らでも労働力を頁る事が



８
・　　　　　高知大学学術研究報告’　第３巻第45号　　　　　_

許されるなら，奴隷制度が直ぐに復活すｊ事になる．若しそうした労働力の頁却が一生涯に亘るとしたら，共

人は全く共の雇主の生涯の奴隷となるわけである.」（叙値と慨格と刊潤，前掲全集598Pj），ヘーゲルも前掲

六七節の文駒こつづけて「私の労飢こ娶する仝具体的時間及び私の生産物の総体を委譲するとせんか，私は自

分の生産物の実体的なもの，私の普丑的活動及び現実性，私の人格を他んの所有とすることになろう‥‥‥‥

　補遺．と=･刎こ分析された区別は，奴緑と今日の召使，或は日府との区別である．アテナイの奴隷は恐らく

今日の雇人に比して一般に軽い仕ぷを奥えられ，また一雁精紳的な業務に院クた，併しそれにも拘らず奴隷た

るを免れなかった，といふのはその活動の仝範囲か主人に委ねられていたからである.」（前掲書109P2）とい

フている．　　　　　　　　　　　　．

（10）資本論第一巻第十一章，前掲804P,傍点は筆者，恟マノレクスは同当の別の箇所でぱ，資本制生産の段階に庶

　　　じて「資本の生産的実在様式」，「投下貪本直値の実存様式」，「生産費本の人的実存形態」なる表現を用いる

　　　（第二登第一章第二節，前掲75P・76P).要は平易にいえ,ば，「労働力かその販頁によクて諸生産手段と結合

　　　されるぞ否や，労働力は諸生息手段と同様に，その購買者の生産資本の一構成部分をなすのである.」（右註同

　　　章第一節，前掲64P) Cとが理解さるべく，このことは，労働力か「資本家の私のもの」と･なるが，資本制生

　　　産様式の必然性として資本家は「人格化された資本」なる（資本論第一巻第二十二章第三節，前掲1321P)こ

　　　とをもつでしても自ら表明するであろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

(lO資本論第一一巻第五章第一節，前掲494 P･，「」の部分の傍点は原文，梅註（6）參照.

（12J）三宅氏・前掲書112Pより借用.

（13）前掲法学理論篇76，浅井清信氏・M),S53Pよウ引用.

（14）「本源的には，労働に対する資本の指邱は，労働者が自分のためにでぱなくて資本家のために・従ってまた資本

　　　家のもとで・労働するといふことの形式的な結果としてのみ現われた．多数の賃労働者の協業が発展するにつ

　　　　　　●●●　　　　　　　Ｉ　　　　　　　･
･ ･ ･　　　　　曹　　　　　．￥　　　　　　●●●●

　　　れて，資本の指邱は，労働過程そのものの遂行のための必須物に，一の現実的な生産条件に発展する．生産掻

　　・㈹こおける資本家の命令は，いまや，戦場にもヽける将軍の命令と同衛こ必要かくべからざるものとなる………･

　　　グアイオリンの独奏者は自分で自分を指原するか，オーケストラは指邱者を必嬰とする．指導・監督・および

　　　媒介といふかかる機能は，資本に従属させられた労働か協業的と･なるぞ密々，資本の機能となる．安本の独自

　　　な拶能として，指導といふ機能は独白な特徴を受けとるl」（資本論第一倦第十一章，前掲799～800 P,傍点

　　　は原文）．　　　　　ぐ　　’　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿

(15)資本論第一巻第五章第一･節，前提493 P,傍点は原文.

（16）勁「商品世界の物紳的性格」につき資本論第一倦第一章第四部，前掲252～4P參照.

C17)「生産関係の物質性」につき，昭和廿三年六月二十八日白描此版・永田廣志氏・唯物良観講話227～9P參照.

（18資本論第一々第五章第一節の言，前掲494 P .かくてマノレタスは註（ロいこ示した論定につづけて「だから，

　　　この過程の生産物は，彼の葡萄酒害における醗酵過程の生産物と全く同じや飼こ，彼に属する.」として，労

　　　　●●●●●●●●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　１　　　　　　　　●　　　働の「生産物は資本家の所有物であって，直接的生産者たる労働者の所町物ではない.」ことが，労働過程の

　　　前示の性貿から生ずる独自の呪象なる旨叙治する（前掲同所同頁及びその前頁，傍点は原文）が，我々の場合

　　　，この点が法的に分析されねばならぬ，後逡すIるところ七ある．

(19)

(20)

(2O

(22)

C23)

(24)

(25)

(26)

(27j)

(28)

(29)

ヘーゲル・前掲書六五節，前掲書106P.

（2o－1）－ヘーゲル・前掲書五十節補遺，前掲書89P，（20－2J）７上註五一節補遺，前掲舎90P，０は筆者

が附す，（20－3）一上註六一肌前掲書100P.

「」の部分はマノリ

資本論第一登第十二章第五節・前掲875 P以下及び1011～4P參照．

資本謝

「労働者に対する被械経営の最も手近な諸影響」については資本論第一登第十三章第三節，前掲925 P以下，

並びに本文の諸点については同章第五節，前掲1004―6 P及び第六章＆照に

資本論第一巻第十三章第五肌前掲1001～2P，傍点は原文．

資本論第一巻第二十二章第三節，前掲1321P,傍点は原文．

前註同所同頁，傍点は原文．　　　　　　　　　　　　ノ

エングルス・尺７゛ユーリング論第三篇第二章

永田氏・前掲書242P.



(30)

(31)

(32)

(33)

従属労働の内容と法的構成（１）（宇田）
９

「労働者と機械との間の闘争」につき資本論第一巻第十三章第五節.（機械砂壊につき同所，前掲996P) 3:照･

(31-0ミ

上註同所，前掲983P, (31-4)―よ註同所，前掲984 p.

前註の末註同所同頁，傍点は原文．

これについては主として，前註同章第一節，前掲892～90 IPS:照（「」の中の傍点は原文）されたいが，同節中

特に左の点は本文前示の諸表現〔註（31）〕と相侯つて味うぺきてある．「機械の体系は，…………それが一個

の自前的な原前賤によつて凪邨されるぞ否や，それ自体において，一個の大きな自前肢匠を形成する.」（前掲

897 P,傍点は原文）．部分労働者はこの一個の巨大なる自勁装陛の中に組み入れられて「いまや，独自化され

　　‘た諸作業機の諸道具に軸化し，その｀名･々は，結合された道具機構の体系における特殊的蔵能のための特殊的器

　　　官を形成する.」（前掲894～5P，傍点,は原文，傍丸印は筆者）.

（34）この点同冒沼田稽次耶氏・労働法治序m., 148P,正にこの点,において従艮性は可覗的に存する．

‘(35)資本論第一巻第十三章第四節，前掲984P, (　を附したのは筆者，傍点は原文.

　（36）「自助装置そのものが主体であつで，岳働者たちは,’たヽ」意識ある器官としてのみ自助装匠の意識なき諦器官

　　　の脇役とされており，そして後者と共に中心的助力に従属させられている‥‥‥‥＜このン表現は，それ（労働

　　　　者－筆者）の資本制的充用を・従ってまた近代的工場制班を性格づける.」（前註同章第四節，前掲977 P, W

　　　　点は原文，傍丸印及び〈＞の部分は筆者）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

泣記　本稿までは労働法忘識序説（１），（その二）としたが，各号は巡結しながらも，内容的には夫々一鹿独立の意味･ヽ

　　　　をもた･しめたので，従来の（１），（その二）は（第一部），（第二部）に訂正することを断つてお.く｀．
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